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９月定例会は９月８日から９月24日までの会期で開かれました。

　平成26年度野木町一般会計・特別会計・企業会計の決算認定案８件、平

成27年度補正予算案８件、条例の一部改正案６件、人事案２件など、町長

から計29議案が提出され、審議の結果、原案のとおり可決及び同意しました。

　また、議員提案により、「野木町議会の議決すべき事件を定める条例」の

制定案を提出し、全員賛成で可決しました。

　なお、台風18号の影響による災害対応のため、９月10日と11日に予定し

ていた一般質問は中止としました。

この度の関東・東北豪雨により被災された皆様へ、
心よりお見舞い申し上げます。

平成27年　９月定例会
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区　分 予算現額注1 決算額 不納欠損額注2 収入未済額注3
予算現額に対す
る決算額の増減

予算現額に対す
る決算額の比率

歳　入 77億9,007万円 76億4,420万円 1,374万円 1億1,912万円 △1億4,587万円 98.1％

区　分 予算現額注1 決算額 執行率 翌年度繰越額注4 不用額注5
予算現額に対す
る不用額の比率

歳　出 77億9,007万円 72億9,850万円 93.7％ 3億1,121万円 1億8,036万円 2.3％

会計別 区分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
予算現額に対する

決算額の比率

国民健康保険特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 28億3,575万円 28億9,059万円 5,484万円 101.9％

歳出 28億3,575万円 27億8,905万円 △4,670万円 98.4％

差引残額 1億0,154万円

介 護 険 特 別 会 計
（全員賛成で認定）

歳入 16億8,860万円 16億2,622万円 △6,238万円 96.3％

歳出 16億8,860万円 15億9,521万円 △9,339万円 94.5％

差引残額 3,101万円

後期高齢者医療特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 2億3,648万円 2億3,602万円 △46万円 99.8％

歳出 2億3,648万円 2億3,296万円 △352万円 98.5％

差引残額 306万円

農業集落排水事業特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 5,776万円 5,800万円 24万円 100.4％

歳出 5,776万円 5,542万円 △234万円 96.0％

差引残額 258万円

公共下水道事業特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 6億8,979万円 6億9,543万円 564万円 100.8％

歳出 6億8,979万円 6億8,410万円 △569万円 99.2％

差引残額 1,133万円

町営墓地事業特別会計
（全員賛成で認定）

歳入 9,162万円 9,359万円 197万円 102.2％

歳出 9,162万円 2,264万円 △6,898万円 24.7％

差引残額 7,095万円

収　　　入 支　　　出 差　引　額

収　益　的　注６ 3億8,314万円 3億2,936万円 5,378万円

資　本　的　注７ 2,130万円 1億4,704万円 △1億2,574万円

＊不足額1億2,574万円は、内部留保資金等注８ で補てんしている。

注１　予算現額・・・・・　年度当初予算の額に補正予算の額などを追加・減額した金額
注２　不納欠損額・・・・　すでに調定（収入額を決定したもの）した歳入で、徴収ができないと認定した金額
注３　収入未済額・・・・　当該年度の歳入として調定された徴収金額等のうち、何らかの理由により当該年度の出納閉鎖期日
　　　　　　　　　　　　　（5月31日）までに納入されなかった金額
注４　翌年度繰越額・・・　会計年度から次の会計年度へ持ち越した金額
注５　不用額・・・・・・　予算現額から支出済額と翌年度繰越額を差し引いた残額
注６　収益的・・・・・・　その年度の収益に対する費用として処理すべき金額（人件費・減価償却費・支払利息等）
注７　資本的・・・・・・　単年度ではなく、支出の効果が翌年度以降数年間に及び、将来の収益に対応する金額（建設改良費）
注８　内部留保資金等・・　収益的収支の費用のうち、減価償却費、固定資産除去費等

平成26年度各会計決算を認定

一　般　会　計　（賛成多数で認定）

水道事業会計　（全員賛成で認定）

特　　別　　会　　計
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歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
は
予
算
現
額

を
上
回
る
調
定
を
し
、
そ
の
調
定
額
の

96
・
６
％
に
あ
た
る
36
億
７
１
２
６
万

３
８
３
６
円
の
収
入
を
確
保
で
き
た
。

　

町
税
の
不
納
欠
損
額
は
、
１
２
８
８

万
８
８
５
７
円
で
前
年
度
比
３
４
２
万

１
４
９
５
円
（
21
・
０
％
）
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
は
、
予
算
現
額
に
対
し
て
、
支

出
済
額
72
億
９
８
１
９
万
５
７
１
９

円
、
執
行
率
93
・
７
％
、
前
年
度
比
で

２
・
４
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

不
用
額
は
、
１
億
８
０
３
６
万
４
２

８
１
円
で
前
年
度
比
１
５
３
０
万
６
１

６
４
円
（
９
・
３
％
）
の
増
で
あ
る
。

　

今
後
は
多
額
の
不
用
額
が
生
じ
な
い

よ
う
、
予
算
額
の
見
積
も
り
方
法
を
検

討
し
、
適
切
な
予
算
額
の
算
定
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　

地
方
交
付
税
は
、
６
億
５
２
８
０
万

１
千
円
で
あ
り
、
前
年
度
比
４
５
５
５

万
４
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
財

政
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

事
務
の
合
理
化
、
経
費
節
減
等
の
努
力

を
望
む
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
地
方
交
付
税

の
措
置
は
あ
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は

借
り
入
れ
で
あ
り
、
将
来
負
担
に
影
響

す
る
た
め
、
起
債
に
は
慎
重
に
あ
た
ら

れ
た
い
。

　

ま
た
、
審
査
の
結
果
、
予
算
の
流
用

に
つ
い
て
は
38
件
あ
っ
た
が
、
全
て
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

り
、
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
収
入
未
済
額
が
減
少
し
、
納
税
相

談
等
に
よ
る
収
納
率
の
向
上
が
認
め
ら

れ
る
が
、
さ
ら
に
被
保
険
者
に
対
し
国

保
制
度
に
つ
い
て
十
分
な
理
解
を
求

め
、
保
険
税
滞
納
者
に
対
し
て
は
個
々

の
滞
納
状
況
を
把
握
し
、
関
係
各
課
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
さ
ら
な
る
滞
納

額
の
減
少
に
努
め
、
収
納
率
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
望
む
。

　

国
保
の
不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
よ
り
２
９
７
万
４
３
９
９
円
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
公
平
な
負
担
の
原
則
を
踏
ま

え
、
時
効
前
の
収
納
に
努
め
る
こ
と
を

望
む
。

　

歳
出
で
は
、
医
療
費
に
か
か
る
支
出

の
抑
制
の
た
め
、
さ
ら
な
る
疾
病
予
防

対
策
、
特
に
特
定
健
診
及
び
保
健
指
導

の
受
診
率
の
向
上
、
適
正
受
診
等
の
啓

発
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
・
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
滞
納
者

に
対
し
て
、
負
担
に
対
す
る
公
平
性
の

確
保
の
た
め
に
も
、
他
会
計
と
の
連
携

を
密
に
し
、
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努

め
る
こ
と
を
望
む
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
施
設
の
維
持
管
理
が

主
な
業
務
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
接
続
率
の
向
上
を
図
る
よ
う
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
収
入
未
済
額
が
若
干
増
加
し
て

お
り
、
健
全
運
営
の
た
め
に
一
層
の
収

納
率
向
上
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
。

　

町
営
墓
地
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
墓
地
販
売
状
況
、
需
要
の

動
向
を
踏
ま
え
、
公
債
の
償
還
を
含
め

て
繰
越
金
を
有
効
に
運
用
す
る
こ
と
を

望
む
。

　

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
将

来
、
思
川
浄
水
場
施
設
整
備
事
業
に
か

か
る
支
出
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
裏
付

け
と
な
る
目
的
資
金
を
確
保
す
る
こ
と

を
望
む
。

　

過
年
度
損
益
修
正
損
に
見
ら
れ
る
不

納
欠
損
額
が
発
生
し
て
い
る
が
、
収
納

率
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

　

今
後
と
も
企
業
経
営
の
基
本
的
原
則

に
則
り
、
さ
ら
に
努
力
す
る
こ
と
を
望

む
。

《
審
査
の
結
果
》

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
書
並
び
に
付

属
書
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
係
数
は
正
確

で
、
そ
の
内
容
も
適
正
で
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
。

決算審査の報告をする
岩崎忠義代表監査委員

一

般

会

計

特
　
別
　
会
　
計

公
　

営
　

企
　

業
　

会
　

計

平
成
26
年
度
各
会
計
決
算
に
関
す
る
監
査
委
員
の
審
査
報
告
概
要
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契
約
後
に
増
額
変
更
し
た
、
不
当
で

不
透
明
な
事
業
決
算
認
定
に
反
対
す

る
。

　

特
に
、

　

①
「
丸
林
保
育
所
木
造
耐
震
診
断
委

託
２
０
５
万
円
」
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
を
「
契
約
後
に
」
追
加
し
、
増
額
変

更
し
た
。
不
当
支
出
に
加
え
、
不
透
明

な
委
託
と
な
っ
た
。

　

②
「
役
場
本
館
大
規
模
改
修
工
事
設

計
費
」
１
３
２
５
万
円
は
当
初
契
約
額

自
体
高
く
、
ま
た
、
「
大
規
模
」
と
言

う
根
拠
も
無
い
。
こ
の
委
託
の
応
札
額

の
開
き
30
万
円
に
対
し
、
83
万
円
増
の

契
約
変
更
は
競
争
を
形
骸
化
す
る
。
野

木
町
の
入
札
は
競
争
が
存
在
す
る
の
か

と
の
疑
問
が
起
き
る
。

（
反
対
）

宮　

﨑　

美
知
子　

議
員　

平
成
26
年
度
野
木
町
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

　

歳
出
は
、
約
72
億
9
千
万
円
で
、
執

行
率
は
93
・
７
％
、
不
用
額
は
２
・

３
％
と
総
じ
て
適
正
な
数
字
で
あ
る
。

　

歳
出
区
分
に
お
い
て
も
、
支
出
上
の

遺
漏
等
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

財
政
分
析
指
標
の
各
項
目
の
比
率
も

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

以
上
の
観
点
か
ら
、
議
会
が
議
決
し

た
26
年
度
予
算
は
適
正
に
執
行
さ
れ
た

と
評
価
で
き
る
。

　

限
ら
れ
た
財
源
で
、
多
様
化
す
る
町

民
の
要
望
に
的
確
に
応
え
る
為
に
も
、

中
長
期
的
な
視
点
性
の
あ
る
行
財
政
運

営
を
要
請
す
る
。

　

歳
入
は
、
約
76
億
4
千
万
円
で
、
予

算
現
額
に
対
す
る
収
入
率
は
98
・
１
％

と
極
め
て
高
い
。

（
賛
成
）

鈴　

木　

孝　

昌　

議
員　

―
賛
成
多
数
で
可
決
―

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
（
番
号
法
）
の
規
定
に
よ

り
、
番
号
法
と
の
整
合
を
図
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
は
、
国
が
定
め
た
「
定
住
自
立
圏

構
想
推
進
要
網
に
お
い
て
、
議
会
の
議

決
を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
。
（
本
条
例

案
は
議
員
提
案
に
よ
り
上
程
し
ま
し

た
。
）
」

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

古
河
市
と
野
木
町
と
の
下
水
道
施
設

の
相
互
利
用
に
あ
た
り
、
区
域
外
流
入

に
係
る
負
担
金
の
賦
課
及
び
区
域
外
流

入
分
担
金
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
よ
る
、
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
家
庭
的
保

育
事
業
及
び
小
規
模
保
育
事
業
に
従
事

す
る
保
育
士
数
の
算
定
に
準
看
護
士
を

加
え
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
。

―
賛
成
多
数
で
可
決
―

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
（
番
号
法
）
の
施
行
に
伴

い
、
町
の
取
り
扱
う
事
務
に
関
す
る
手

数
料
に
新
た
な
項
目
を
追
加
す
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

―
賛
成
多
数
で
可
決
―

　

古
河
市
と
野
木
町
と
の
下
水
道
施
設

の
相
互
利
用
に
あ
た
り
、
町
公
共
下
水

道
へ
区
域
外
か
ら
接
続
（
排
水
）
が
で

き
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

条

例

の

一

部

改

正

条

例

の

制

定

野
木
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

野
木
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

野
木
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

野
木
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

を
定
め
る
条
例

野
木
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

野
木
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

討　
　
　
　
　

論
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―
賛
成
多
数
で
可
決
―

　

予
算
に
１
億
１
５
１
万
７
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
86
億
４
２
５
７
万
５
千

円
と
す
る
。

　

こ
れ
は
、
障
害
者
自
立
支
援
費
事
業

に
係
る
国
県
支
出
金
の
返
納
（
１
９
２

６
万
円
）
、
地
方
債
償
還
金
（
１
３
０

１
万
円
）
、
町
道
潤
島
63
号
線
新
設
改

良
費
７
０
０
万
円
増
、
地
方
創
生
観
光

事
業
（
５
８
０
万
円
）
、
地
方
創
生
子

育
て
支
援
事
業
（
５
６
７
万
円
）
の
増

な
ど
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

（
反
対
）

宮　

﨑　

美
知
子　

議
員　

　

別
館
庁
舎
に
概
算
２
０
０
０
万
円
で

11
坪
の
ト
イ
レ
等
を
増
設
す
る
た
め

の
、
実
施
設
計
委
託
料
２
２
０
万
円
予

算
に
反
対
す
る
。

　

庁
舎
建
築
だ
け
で
約
５
１
５
０
万

円
、
坪
単
価
60
万
円
の
予
算
を
つ
け
な

が
ら
ト
イ
レ
を
つ
け
ず
、
２
年
半
後
に

こ
ん
な
お
粗
末
な
問
題
を
起
こ
す
。
発

注
者
の
町
に
議
論
が
無
さ
す
ぎ
る
。

今
後
、
別
館
事
業
額
計
は
８
３
０
０
万

円
に
上
る
。
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
経
済
性

も
実
現
で
き
な
い
ば
か
り
か
設
計
費
も

高
い
。

　

役
場
本
館
に
関
わ
る
設
計
費
計
は
約

２
５
０
０
万
円
。
同
様
規
模
の
埼
玉
県

と
き
が
わ
町
は
１
０
０
０
万
円
。

野
木
町
は
高
過
ぎ
る
。

（
反
対
）

坂　

口　

進　

治　

議
員　

　

補
正
予
算
に
お
い
て
、
主
な
も
の
は

職
員
の
給
与
・
手
当
だ
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
４
月
～
５
月
の
間
に
算
定
可
能

だ
か
ら
、
6
月
の
議
会
で
修
正
予
算
と

し
て
上
程
す
べ
き
だ
。

　

補
正
予
算
は
、
著
し
い
社
会
情
勢
の

変
化
、
突
発
的
な
自
然
災
害
対
策
な
ど

に
編
成
す
る
。

　

今
回
の
別
館
ト
イ
レ
等
設
置
工
事
実

施
設
計
業
務
は
突
然
補
正
予
算
に
入
れ

て
き
て
、
あ
ま
り
に
も
強
引
な
や
り
方

で
あ
る
。

　

庁
舎
耐
震
工
事
の
暫
定
使
用
を
変
更

し
、
別
館
と
し
て
利
用
を
決
め
た
時
か

ら
、
当
然
付
帯
設
備
と
し
て
有
る
べ
き

で
、
計
画
性
が
な
い
。

　

以
上
反
対
討
論
と
す
る
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

友
沼
学
童
保
育
室
の
増
設
に
よ
り
、

従
来
の
友
沼
学
童
保
育
室
の
名
称
等
を

変
更
し
、
ま
た
、
佐
川
野
学
童
保
育
室

の
定
員
を
増
加
す
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

取
得
財
産　

土
地
（
地
目　

山
林
）

所

在

地　

南
赤
塚
字
下
屋
敷

１
７
１
２
番
地
１
他　
　

取
得
面
積　

５
１
９
２
㎡

取
得
価
格　

２
４
８
２
万
円

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

（
工
事
名
）

野
木
東
新
開
山
工
業
地
区
造
成

工
事

（
契
約
の
方
法
）

　
　
　

一
般
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

　
　
　

１
億
１
０
９
万
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　
　

佐
野
市
堀
込
町
３
２
５
８

　
　

山
菊
開
発
株
式
会
社

（
工
事
概
要
）

　

・
工
業
用
地
造
成
及
び
調
整
池
設
置

　

・
開
発
面
積　

　
　

２
万
８
１
０
６
・
48
㎡

（
工
期
）着

手
の
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

10
日
ま
で

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

古
河
市
と
野
木
町
と
の
下
水
道
施
設

の
相
互
利
用
に
あ
た
り
、
地
方
自
治
法

第
２
４
４
条
の
３
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
、
古
河
市
と
協
議
し
た
内
容
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

補

正

予

算

協

議

工
事
請
負
契
約
の
締
結

町

有

財

産

の

取

得

一
般
会
計
（
第
２
号
）

野
木
町
学
童
保
育
室
条
例
の
一
部

改
正

古
河
市
と
野
木
町
と
の
下
水
道
の

相
互
利
用
に
関
す
る
協
議

討　
　
　
　
　

論
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（
賛
成
）

黒　

川　
　

広　

議
員　

　

賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
申
し
述
べ

る
。

　

ま
ず
歳
入
に
つ
い
て
、
補
正
事
由
は

補
助
金
の
確
定
や
繰
入
に
よ
る
追
加
補

正
、
委
託
費
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
特
段
反
対
す
る
理
由
は
な
い
。

　

ま
た
歳
出
に
つ
い
て
は
、
各
款
に
共

通
す
る
補
正
事
由
と
し
て
人
事
異
動
に

よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
事
由
、
予
算
額

と
も
妥
当
と
考
え
る
。

　

補
正
予
算
の
性
格
上
、
新
規
事
業
は

慎
重
に
判
断
す
べ
き
と
の
考
え
に
立
っ

て
判
定
し
た
が
、特
段
問
題
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
補
正
予
算

に
賛
成
す
る
。

（
賛
成
）

小　

杉　

史　

朗　

議
員　

　

先
般
、
教
育
関
係
部
門
が
公
民
館
か

ら
別
館
に
移
転
し
た
が
、
そ
の
ね
ら
い

は
「
公
民
館
が
手
狭
に
な
っ
た
」
と
の

町
民
の
声
に
行
政
が
応
え
た
結
果
で
あ

る
。

　

然
る
に
、
移
転
に
伴
う
別
館
の
ト
イ

レ
建
設
費
に
「
問
題
あ
り
」
と
し
て
補

正
予
算
を
否
決
し
た
な
ら
ば
、
一
体
、

ど
う
な
る
か
。

　

移
転
そ
の
も
の
が
頓
挫
し
、
ひ
い
て

は
公
民
館
に
対
す
る
町
民
の
期
待
を
裏

切
る
こ
と
と
な
る
。

　

も
と
よ
り
、
論
点
と
な
っ
た
金
額

は
、
町
が
県
の
基
準
に
照
ら
し
厳
密
に

積
算
し
た
数
値
で
あ
り
、
一
点
の
曇
り

も
な
い
。

　

私
は
、
至
極
妥
当
と
判
断
す
る
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
３
７
２
７
万
２
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
34
億
１
９
２
０
万
９
千
円

と
す
る
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
４
８
８
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
２
億
３
８
３
４
万
３
千
円

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
２
８
３
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
８
億
４
３
６
３
万
６
千
円

と
す
る
。

　

こ
れ
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
増
、
下
水
道
整
備
費
負
担
金
の
増
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

と
す
る
。

　

こ
れ
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
、
保
険
料
還
付
金
、
事
業
精
算
に
よ

る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

及
び
一
般
会
計
繰
出
金
の
増
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
１
３
２
万
９
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
５
７
０
１
万
５
千
円
と
す

る
。

　

こ
れ
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
増
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
高
さ
調
整
工

事
、
佐
川
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の

設
備
修
繕
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
３
４
３
１
万
１
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
17
億
７
５
４
３
万
８
千
円

と
す
る
。

　

こ
れ
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
２
１
３
１
万
４
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
86
億
６
３
８
８
万
９
千
円

と
す
る
。

　

こ
れ
は
、
台
風
18
号
に
伴
う
大
雨
被

害
に
係
る
災
害
救
助
費
（
物
資
購
入
・

消
毒
液
散
布
費
用
等
）
１
６
０
２
万

円
、
学
校
施
設
改
修
費
３
６
９
万
円
、

社
会
教
育
施
設
復
旧
費
１
６
０
万
円
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

費
、
第
三
者
行
為
求
償
事
務
負
担
金
、

事
業
精
算
に
よ
る
国
庫
負
担
金
等
返
納

金
及
び
一
般
会
計
繰
出
金
の
増
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
拠
出
金
（
３
７
３
６
万
円
）
の
増
、

及
び
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
（
８
万

円
）
の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
１
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

（
第
１
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

一　

般　

会　

計
（
第
３
号
）
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―
全
員
賛
成
で
同
意
―

○　

山　

中　

詔　

八　

氏
（
新
任
）

友
沼　

６
６
１
２
番
地
15

・
宇
都
宮
市
若
草
地
内
に
お
け
る
交
通

事
故

　
　

損
害
賠
償
額　

35
万
９
９
５
０
円

　

平
成
23
年
度
よ
り
平
成
26
年
度
ま
で

の
５
カ
年
度
に
わ
た
り
、
継
続
費
と
し

て
執
行
し
て
い
た
重
要
文
化
財
野
木
町

煉
瓦
窯
改
修
事
業
が
完
了
し
た
た
め
、

継
続
費
の
総
額
及
び
年
割
額
等
に
つ
い

て
精
算
報
告
（
実
績
報
告
）
。

　

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
並
び
に
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
決
算
審
査

の
結
果
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ
れ

て
い
る
。

―
全
員
賛
成
で
同
意
―

○　

海
老
沼　
　

堯　
　

氏
（
再
任
）

野
木　

２
４
０
８
番
地　

○　

小　

池　

章　

三　

氏
（
再
任
）

丸
林　
　

１
５
１
番
地
２

○　

舘　

野　

ア
サ
子　

氏
（
再
任
）

佐
川
野
１
７
８
３
番
地
１

○　

渡　

辺　

敬　

一　

氏
（
再
任
）

友
沼　

５
３
１
２
番
地
10

○　

伊　

東　

正　

道　

氏
（
新
任
）

丸
林　
　

２
５
７
番
地
１

○　

大
須
賀　

啓　

子　

氏
（
新
任
）

丸
林　
　

２
２
３
番
地
３

―
全
員
賛
成
で
認
定
―

民
間
開
発
に
よ
り
造
成
し
た
道
路
に
つ

い
て
、
町
が
帰
属
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
認
定
す
る
。

路
線
名　

・
区
画
街
路
131
号　

24
・
０
ｍ

（
丸
林
字
鶴
巻
地
先
）

　９月10日と11日に予定していた一般質問は、台風18号の影響による大雨

災害への対応を最優先と捉え、中止いたしました。

　ご理解いただきますようお願いいたします。

「ズバリ問う！一般質問」はお休みです。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
63
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
３
億
５
５
１
６
万
５
千
円
と
す

る
。

　

こ
れ
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

収
益
的
支
出
は
、
１
１
３
万
２
千
円

の
減
、
資
本
的
支
出
は
、
14
万
６
千
円

の
減
で
、
い
ず
れ
も
人
事
異
動
に
よ
る

人
件
費
の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

人

事

報

告

町

道

路

線

の

認

定

教 

育 

委 

員 

会 

委 

員

専

決

処

分

継
続
費
精
算
報
告
書

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率

政
治
倫
理
審
査
会
委
員

総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、

採
択
と
し
た
も
の
の
採
決

野
木
東
工
業
団
地
周
辺
開
発
事

業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）
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―
全
員
賛
成
で
可
決
―

（
工
事
名
）

（
仮
称
）
交
流
セ
ン
タ
ー
建
築

工
事

（
契
約
の
方
法
）

　
　
　

一
般
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

　
　
　

１
億
７
８
７
０
万
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　
　
　

小
山
市
駅
東
通
り
２

−

39

−

11

　
　
　

潮
田
建
設
株
式
会
社

（
工
事
概
要
）

・
建
築
工
事
（
軽
量
鉄
骨
造
平
屋

建　

建
築
面
積
５
７
４
・
81
㎡
、

外
構
工
事
、
プ
レ
ハ
ブ
移
設
）

　
　

・
電
気
工
事

　
　

・
機
械
設
備
工
事　

（
工
期
）

着
手
の
日
か
ら
平
成
28
年
２
月
25

日
ま
で

　
　

議
会
・議
長
の
う
ご
き

７
月　

２
日　

小
山
・
野
木
合
同
広
島
平
和
記
念
式
典

　
　
　

中
学
生
派
遣
団
結
団
式

　
　
　

第
４
回
全
国
女
性
町
長
サ
ミ
ッ
ト
in
野
木
（
～
４
日
）

８
日　

町
初
当
選
議
員
研
修
会

　
　
　

県
土
整
備
委
員
会
現
地
調
査

14
日　

初
当
選
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

15
日　

議
会
全
員
協
議
会

24
日　

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
～
26
日
）

27
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

第
４
回
議
会
臨
時
会

31
日　

町
初
当
選
議
員
公
共
施
設
研
修

８
月　

３
日　

交
通
安
全
早
朝
街
頭
啓
発
活
動

７
日　

県
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

21
日　

町
戦
没
者
追
悼
式

22
日　

か
み
の
か
わ
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
祭
り

　
　
　

野
木
町
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

24
日　

町
水
防
協
議
会

　
　
　

小
山
・
野
木
合
同
広
島
平
和
記
念
式
典

　
　
　

中
学
生
派
遣
団
報
告
会

27
日　

秋
の
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
運
動
全
体
会
議

　
　
　

栃
木
県
町
村
議
会
議
長
会
決
算
監
査

28
日　

議
会
全
員
協
議
会

９
月　

４
日　

町
敬
老
会

５
日　

の
ぎ
の
楽
市
「
え
ん
に
ち
」

７
日　

交
通
安
全
早
朝
街
頭
啓
発
活
動

８
日　

第
５
回
定
例
会
（
～
24
日
）

13
日　

野
木
中
運
動
会

30
日　

議
会
全
員
協
議
会

・
野
木
町
友
沼
地
内
に
お
け
る
交
通
事

故
損
害
賠
償
額　

35
万
９
９
５
０
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

７月27日に会期１日で開催
された臨時会において、１議
案が審議された。

７ 月
臨 時 会

報

告

専

決

処

分



（10）

　９月９・10日にかけて栃木県・茨城県を襲った台風18号の影響による集中的な豪雨は、私たち

のふるさと野木町にも、これまでに経験したことがない大きな被害をもたらしました。

　野木町議会では、一般質問を急遽中止し、14名の議員を５グループに分けて各小学校区に割り

振り、大雨による被害状況の把握に努めました。

　掲載した写真は、９月10日（木）午前10時30分過ぎからのものであり、水位が最高値を示して

いる時の状況とは異なることをご了解ください。

　紙面上で誠に恐縮ではございますが、改めて議員一同、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上

げます。また、野木町消防団（水防団）・ボランティア・町職員の皆様のそれぞれの取組みに対し

深く敬意を表します。

乗馬クラブ南側の道路

芝山１から新橋西公園方面

あじさい公園のグラウンド

水辺の楽校　稲荷谷周辺

駅前西大通りから松原大橋方面

きらり館北側　逆川付近

台風18号に伴う大雨被害の状況



（11）

　今回の災害から、私たちはたくさんのことを学びました。野木町がめざす「安全・安心なま

ちづくり」のためにも、問題点をきちんと検証し、町民の生命と財産を守るための最善の方法

について、考えていくことが重要であると考えます。

　議会としては検証結果を受け、あらゆる視点からの意見を取り入れ、提言としてまとめ、再

発防止に努めていくことが緊急の課題であると考えます。

流された稲わらに押しつぶされた水田（9/11朝)

運動公園西側の宮戸川付近

宮戸川　川田橋付近から佐川野方面

丸林から見た潤島方面の水田（9/10)

北斗団地内の浸水の様子

JAおやま野木支店東側

今後の取り組み
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議　員

議　案

宮
﨑
美
知
子

眞
瀬　

薫
正

小
杉　

史
朗

長
澤　

晴
男

柿
沼　
　

守

鈴
木　

孝
昌

坂
口　

進
治

黒
川　
　

広

折
原　

勝
夫

野
本　

新
一

松
本　

光
司

針
谷　

武
夫

小
泉　

良
一

賛　
　

成

反　
　

対

採
決
結
果

野木町個人情報保護条例の一部を改正する条例 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 １ 可決

野木町手数料条例の一部を改正する条例 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 可決

野木町下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 可決

平成27年度野木町一般会計補正予算（第９号） × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 3 可決

平成26年度野木町一般会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 認定

平成26年度野木町水道事業会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 １ 認定

※表内の○は賛成、×は反対、△は離席による採決不参加

野木町議会の傍聴に是非お越し下さい。
次の定例会は１２月３日からの予定です。

議
会
だ
よ
り
第
110
号
（
平
成
27
年
８
月
１
日
）
に
お

い
て
誤
字
や
表
現
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
、
左
記
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

Ｐ
４
（
議
会
運
営
委
員
会
委
員
氏
名
）

◯誤
小
杉
史
郎
→
◯正
小
杉
史
朗

（
下
段
見
出
し
）

◯誤
栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
金
組
合
議
会

議
員

◯正
栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議

員

Ｐ
６
（
「
平
成
26
年
度
野
木
町
継
続
費
繰
越
計
算

書
」
本
文
）

　
　

◯誤
逓
時
繰
越
→
◯正
逓
次
繰
越

Ｐ
7
（
一
般
質
問
一
覧
表
欄
外
）

◯誤
平
成
27
年
３
月
６
・
９
・
10
日
開
催

◯正
平
成
27
年
６
月
10
・
11
日
開
催

Ｐ
10
（
５
段
・
９
行
目
）

◯誤
使
っ
て
い
る
の
か
？

◯正
使
っ
て
い
る
の
か
は
不
明

Ｐ
12
（
３
段
・
17
行
目
）

◯誤
県
道
等
に
面
に
→
◯正
県
道
等
の
地
面
に

Ｐ
16
（
「
各
議
案
に
対
す
る
賛
否
」
本
文
）

◯誤
６
月
臨
時
会
→
◯正
６
月
定
例
会

（
「
表
紙
写
真
に
つ
い
て
…
」
本
文
）

◯誤
こ
れ
ま
で
→
◯正
昨
年
中
は

◯誤
名
刹
→
◯正
名
所

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）

各　議　案　に　対　す　る　賛　否（議長を除く）

お
詫
び
と
訂
正

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
宮
　
﨑
　
美
知
子

副
委
員
長
　
野
　
本
　
新
　
一

委
　
　
員
　
小
　
泉
　
良
　
一

委
　
　
員
　
針
　
谷
　
武
　
夫

委
　
　
員
　
松
　
本
　
光
　
司

委
　
　
員
　
折
　
原
　
勝
　
夫

　

秋
の
夜
、
交
響
詩
「
我
が
祖
国
」

（
モ
ル
ダ
ウ
の
流
れ
）
を
聴
き
な
が

ら
、
次
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ハ
の
春
音
楽
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
曲
と
し
て
演
奏
さ
れ
る
モ
ル
ダ
ウ

は
、
野
木
町
民
に
と
っ
て
の
思
川
に
あ

た
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　

９
月
に
は
そ
の
川
が
増
水
し
、
「
水

の
恐
怖
」
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
た
ち

は
「
安
全
・
安
心
」
に
対
し
て
の
意
識

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
野
木
町
議
会
は
何
を
す
べ
き

か
を
自
問
し
て
み
ま
し
た
。

　

次
世
代
に
誇
れ
る
町
・
魅
力
あ
ふ
れ

る
町
に
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
議
会

の
役
割
を
再
認
識
す
る
こ
と
。
２
つ
め

に
、
期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
、
課
題

に
対
し
て
最
善
の
提
案
を
す
る
「
議
員

集
団
」
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
。

　

思
い
を
巡
ら
せ
形
と
な
る
よ
う
、
議

会
だ
よ
り
を
町
民
と
の
架
け
橋
と
し
て

機
能
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
本
新
一

＊

編

集

後

記

＊


